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Cisco Catalyst4948＊用エアーダクト

部品番号： CDE1

CDE1 梱包品一覧

工具リスト
　別途ご用意ください。

　#2 プラスドライバー
　#3 プラスドライバー
　5/16”ソケットレンチ
　1/2”ソケットレンチ

吸気用ダクト（1） サイドダクト付きサポートレール（2）

リング型（Dリング）水平ケーブル管理パネル（1）
型番：CMPHHF1

ハードウェアキット（1）
#12-24x1/2”ネジ
10-32x1/2”ネジ
ワッシャー
ケージナット
ボンディングケージナット　
ボンディング用ネジ

＊記載されている製品名、社名は各社の商標または登録商標です。

4本
4本
2個
4個
4個
4本
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スイッチは、位置を決めてから、背面がキャビネットの正面を向いた状態で搭載します。スイッチ直下のラックス
ペースにCDE1エアーダクトを設置する準備をします。

【注意】サポートレールおよびダクトを取り付けた後、スイッチを取り付けることをお奨めします。

スイッチの1U下に、エアーダクトを取り付けるためのケージナットを取り付けます。マウントレール1本につきケージナット2個
を取り付けてください。グランディングケージナットは必ず1つ取り付けてください。

ケージナットを取り付ける

キャビネット正面
（コールドアイル側）

ケージナット

グランディング
ケージナット
（緑）

エアーダクト

サイドダクト付き
サポートレール（左）

スイッチ
取り付け位置

この位置にケージ
ナットを取り付ける
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エアーダクトを取り付ける前に

エアーダクトを取り付ける位置を決める

スイッチ

サイドダクト付き
サポートレール（右）
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サポートレールアセンブリを調節する

サイドダクト付きサポートレールの取り付け

キャビネットのマウントレール幅に合うよう、サポートレールを調節します。1/2”ソケットレンチを用いて、5/16”ナットを緩めます。
幅を合わせたら、12ft.-ibトルクでナットを締めます。この際ナットが塗装を剥がすことで適切にグランディングできます。

スイッチを搭載する位置の真下に、サイドダクト付きサポートレールを取り付けます。キャビネットマウントレールの左右に、
#12-24ネジ1本とグランディグネジ1本を用いて取り付けます。

5/16”ナット
（1/2”ソケットレンチ使用）

キャビネットのマウントレール
幅に合わせる

サイドダクト付きサポートレールを取り付ける

グランディングネジ（緑）
（5/16”ソケットレンチ使用）

サイドダクト付きサポート
レール（右）

サイドダクト付き
サポートレール（左）

【注意】機器レールの前後方向の奥行きは、27.0インチから
29.0インチの間に設定する必要があります。
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#12-24ネジ

グランディングネジ（緑）
（5/16”ソケットレンチ使用）

#12-24ネジ

キャビネット正面
（コールドアイル側）
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吸気用ダクトの取り付け

吸気用ダクトのメッシュ側がキャビネットの正面にくるように、サポートレールへスライドして取り付けます。ダクトとサポート
レールの後方が1列に揃うまでスライドします。#10-32ネジ2本と#10ワッシャー2個を用いて、キャビネットの背面側のダクト
を留めます。35in.-lbsのトルクでネジを締めます。この際ネジが塗装を剥がすことで適切にグランディングできます。

拡大図を参照

メッシュ

ダクト背面

吸気用ダクト

#10-32ネジ・
#10ワッシャー

吸気用ダクト底面（リベット）

フランジ
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吸気用ダクト

キャビネット正面
（コールドアイル側）

【拡大図】

キャビネット
背面 #10-32ネジ・

#10ワッシャー
ダクト背面
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サイド取り付け型トランジションダクトの取り付け方法

モジュール式ToRスイッチインレットダクトは、スイッチを設置したままでも設置が可能です。

− 左右のサイドダクトをサポートレールで調整し、3ページのように、キャビネットのマウントレールのスパンに合わせます。
− サポートレール付きサイドダクトを側面に配置し、スイッチの下にスライドさせます。
− サイドダクトを回転させて直立にします。
− ダクトをスイッチの側面に沿ってスライドさせます。※ヒンジ付き取り付けフラップは、マウントレールをクリアにできます。
− #12-24ネジとグランディングネジ（緑）を使って、キャビネットのマウントレールに各サイドダクトを取り付けます
− 4ページのように、インレットダクトを取り付けます。

サイド取り付け型トランジションダクトの設置について

サイドダクトを回転
させ、スイッチの下
にスライドさせます

スイッチ

サイドダクトを回転させ、
所定の位置に配置する

拡大図を参照

ヒンジ付きマウントフラップは、
機器レールをクリアにするために
回転させて表示しています。

付属のリアスイッチ取り付
けブラケットを外す（吸気
ダクト取り付け後）
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キャビネット前面

【注意】吸気ダクトを取り付けた後、スイッチの適切な換気を促進するために、付属のリアスイッチ取り付け
　　　　ブラケットを取り外します。

サイドダクト付き
サポートレール（左）

サイドダクト付きサ
ポートレール（右）

グランディングネジ（緑）
（5/16”ソケットレンチ使用）

#12-24ネジ
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リング型（Dリング）水平ケーブル管理パネルの取り付け

サイドダクト付きサポートレールを背面マウントレールに固定している#12-24ネジ（4本）を取り外します。この際、エアーダクト
が落ちないよう、ダクトの下部を手で支えておきます。スイッチの直下にリング型水平ケーブル管理パネルを取り付けます。
取り付けには、#12-24ネジ1本とボンディング用ネジ1本を左右にそれぞれ使用します。

#12-24ネジ4本を取り外すダクトが落ちない
よう下部を支える

リング型（Dリング）
水平ケーブル管理パネル

#12-24ネジ　1本
ボンディング用ネジ　1本
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キャビネット背面

キャビネット背面
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